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平成30年11月定例会 次世代人材育成・少子高齢化対策対策特別委員会（事前）

平成30年11月28日（水）

〔委員会の概要〕

原井委員長

ただいまから，次世代人材育成・少子高齢化対策特別委員会を開会いたします。（10時

33分）

直ちに，議事に入ります。

本日の議題は，当委員会に係る付議事件の調査についてであります。

付議事件につきましては，お手元に御配付の議事次第のとおりであります。

まず，理事者において，説明又は報告すべき事項があれば，これを受けたいと思います。

【説明事項】

○提出予定案件について

【報告事項】

「徳島県地域福祉支援計画（第３期）」（素案）について（資料①）

「徳島県男女共同参画基本計画（第４次）」（素案）について（資料②）

久山保健福祉部長

保健福祉部から，１点御報告をさせていただきます。お手元に御配付の資料１－１をお

願いいたします。「徳島県地域福祉支援計画(第３期）」(素案)についてでございます。

平成30年４月に施行されました改正社会福祉法の内容や社会環境の変化，本県の実状を

踏まえ，改定を行うもので，計画期間は，平成31年度から５年間となっております。

４，改定の概要としましては，地域福祉支援計画を他の福祉分野の計画の上位計画と位

置付けまして，地域住民等の参画による地域づくりや包括的な相談支援体制の整備などを

盛り込み，住民が抱える地域生活課題の解決に向け，総合的に取り組むものでございます。

５，重点課題と主要施策としましては，（１）包括的な相談・支援体制づくりといたし

まして，妊産婦や難病患者，医療的ケアを必要とする子供などへの支援や，（２）地域住

民の皆様方との連携・協働による，共に支え合う地域づくりでは，地域住民の皆様方が主

体的に地域生活課題を把握・解決できる環境の整備などに取り組んでまいります。

６，スケジュールでございますが，県議会での御論議を踏まえますとともに，パブリッ

クコメントを実施いたしまして，本年度中の計画策定に向け，作業を進めてまいりたいと

考えておりますので，よろしくお願い申し上げます。資料１－２につきましては，素案の

全体版でございます。報告は以上であります。よろしくお願いいたします。

板東県民環境部長

県民環境部から，この際１点，御報告をさせていただきます。お手元にお配りの資料２

－１を御覧ください。「徳島県男女共同参画基本計画（第４次）」（素案）についてでござ

います。
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男女共同参画に関する施策を，総合的かつ計画的に推進するため，平成28年６月に策定

しました現在の第３次計画が，計画期間の終了年度を迎えたことから，これまでの成果と

課題を踏まえながら，より実効性の高い計画に改定するものでございます。計画期間につ

きましては，2019年度から2022年度までの４年間とし，県の総合計画と計画期間を一致さ

せることで，より効果的，効率的なＰＤＣＡサイクルを確立したいと考えております。

次に，計画の特徴といたしましては，主な改定の視点に記載のとおり，更なる女性活躍

に向けた人材の発掘・育成，リカレント教育の充実をはじめ，働き方改革の推進による多

様で柔軟な働き方の実現や，ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を視野に入れた施策の充実

など，六つの視点を中心に，見直しを行っております。

資料の裏面を御覧ください。第４次計画の施策体系でございます。基本目標であります，

多様な生き方・働き方を実現できる豊かで活力のある社会の創造と，基本方針Ⅰ，あらゆ

る分野で女性が活躍できる社会づくり，基本方針Ⅱ，安全・安心に暮らせる環境づくり，

基本方針Ⅲ，互いに支え合う家庭・地域づくりにつきましては，国の基本計画との整合性

も踏まえ，現計画の内容を引き継ぐ形としておりますが，この三つの基本方針に基づく主

要課題につきましては，先ほど申し上げました，主な改定の視点を踏まえ，各基本方針に

４項目ずつ，合計12項目とさせていただいております。このうち，基本方針Ⅰの主要課題

１から３までを女性活躍推進法に基づく都道府県推進計画としております。なお，各主要

課題の下に，具体的な推進方策の例をそれぞれに記載しておりますが，詳細につきまして

は，お手元の資料２－２を御参照いただければと思います。

今後，議会での御論議を頂くとともに，パブリックコメントを実施し，徳島県男女共同

参画会議等での審議を経まして，来年の６月の策定を目指して，取り組んでまいりたいと

考えております。報告事項は以上でございます。御審議のほど，よろしくお願いいたしま

す。

美馬教育長

それでは，教育委員会の案件につきまして，御説明申し上げます。お手元の委員会説明

資料の１ページをお開きください。

その他の議案等といたしまして，条例案でございます。アの徳島県立学校設置条例の一

部を改正する条例でございます。阿南光高校への再編統合に伴い，阿南工業高校及び新野

高校を廃止するものであります。施行期日は，平成31年４月１日からでございます。11月

定例会の提出予定案件の説明は，以上でございます。よろしく御審議賜りますよう，お願

い申し上げます。

原井委員長

以上で，説明等は終わりました。

これより質疑に入りますが，事前委員会における質疑につきましては，提出予定案件に

関連する質疑及び緊急を要する案件に限定するとの申合せがなされておりますので，御協

力をよろしくお願いいたします。

それでは質疑をどうぞ。
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達田委員

提出議案の条例案なんですけれども，徳島県立学校設置条例の一部を改正する条例で新

野高等学校を廃止するということで，今回非常に立派な建物も建てられまして，阿南光高

校として新たに出発するわけですけれども,この旧校舎ですね。新野の住民の皆さんは学校

がなくなってしまうと，もう街の灯が消えてしまうということで非常に心配されてきたん

です。何とかしてここに学校を残してもらいたいということで，長年要望もしてこられま

した。それで，新野の地域の校舎，それからいろいろな施設がございますけれども，今後,

学校としてどう使うのか，また地域住民のためにどのように役立てていくのか，その方向

を示していただけたらと思います。

長町教育創生課長

ただいま，新野高校を今後どのように活用していくのかという御質問を頂きました。

来年度，新野高校は廃止となりますけれども，この校舎を阿南光高校新野キャンパスと

いたしまして，引き続き農業を中心とした座学や実習において生徒が活用していくことと

なります。

また，ＬＥＤ植物工場なども整備をされておりまして，こちらにつきましては，徳島大

学の研究者と共に共同研究を行うということで，積極的に高大接続教育を展開してまいり

たいと考えております。さらに，この施設につきましては，積極的に地域の方々にも開放

いたしまして，体育館等，そういったものも地域の方にも御利用いただいて，充分に活用

を図ってまいりたいと考えています。

達田委員

そうしますと，新野高校であった所が阿南光高校新野校舎となるということなんですが，

常時，新野校舎に通う生徒さんというのはどれだけいらっしゃるのでしょうか。

長町教育創生課長

新野キャンパスへ通う生徒の規模ということでございます。これにつきましては，現在

検討中ではございますけれども，ほぼ毎日一クラス分と言いますか，その規模の生徒が新

野のほうへバスで移動いたしまして，そちらで農業の実習等を行うというふうに考えてい

るところでございます。

達田委員

街の様子が一変してしまうと言って心配されていました中に，新野駅から校舎に通う生

徒さんの姿がもうなくなってしまうということで，非常に町民の皆さんとしては寂しい限

りなんです。若い高校生が街を歩いている姿がもう見えなくなってしまうのかということ

で，本当に残念な思いで一杯なんですけれども，一クラス程度は毎日バスで通って来ると

いうことで，もう新野駅を使用するということもなくなってしまうんですよね。

長町教育創生課長

ただいま，バスでの移動ということでＪＲ等の利用はないのかということでございます。
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我々，積極的な活用は今後検討してまいりますので，例えば，グラウンドや体育館を利

用して，生徒が従来のクラブ活動，阿南光高校だけでは賄えない分のクラブ活動など，休

日等での利用なども今後検討していきますので，そうした場合にはＪＲの駅を利用するこ

ともあろうかとも思いますし，また，今後いろいろな方面からこの新野キャンパスの積極

的な活用について検討してまいりたいと考えております。

達田委員

学校が，一つなくなるということはその地域の商店街そのものも寂しくなってしまいま

すし，それから今申し上げましたＪＲの利用なんかも大幅に減るということで，特にこの

路線は，ＪＲの路線が存続できるのかどうかというようなことも議論をされているんです。

ですから生徒さんの利用が大幅に減ってしまいますと，なお一層そういうことが言われて

しまうんじゃないかということで非常に心配されております。ですから，無理に利用しな

さいよというのも，なかなかできませんけれども，その授業のやり方，在り方ということ

で，街が本当に寂れるというのを食い止めていく，そういう協力を学校として是非してい

ただきたいと思うんです。それで，ＪＲの利用であるとか，また，地域の商店の利用であ

るとか，そういうことが，できるように是非お願いしたいんです。

それと，もう一つは，新野高校としてありました様々な施設，今，地域にも体育館等，

貸していただけるということなんですけれども，地域の方々がどんどんこの施設を使って

いろんな活動に参加してくれるということは望ましいことだと思うんですけれども，今現

在，どういうふうなグループであるとか団体であるとか，こういう研究をしようとか，個

人であるとか，団体であるとか，そういう活動をするために貸してもらいたいというよう

な要望が出てきておりましたら，どういう状況か教えていただきたいと思います。

長町教育創生課長

新野キャンパスにおける，利用の要望に関する御質問でございます。

まず，一つは徳島大学がこのキャンパスを徳島大学のサテライトキャンパスと位置付け

まして，活用したいということで，いろいろ今，御要望をお伺いしたり，調整をしている

ところでございます。

それから，地域の方々などでもそれぞれの活用，地域に根差した取組において活用でき

るのではないかというようなお声掛けを頂いたりすることもありまして，それらについて

も，どういう活用ができるのか等につきまして，今後検討してまいりたいと考えておりま

す。

達田委員

できるだけ，あまり規制をせずに住民の皆さん，いろんなグループの皆さんが，研究し

たり学習したり，いろんな活動で使用できるような方向で置いておいていただきたいなと

思うんですけれども，今ある建物，立派な体育館とかあります，校舎もありますし，そう

いうものが，十分に活用できるそういう方向で進めていただきたいと思います。阿南光高

校は，最新式の本当に立派な校舎，設備が整っている学校ではあるんですけれども，ここ

も一生懸命やっていかないといけないと思うんですけども，新野高校という，ものすごく
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伝統のある学校が一つ消えてしまうということは，私も阿南市民ですから，市民の一人と

しては非常に寂しい思いがしているんです。ですから，ここをなくしてもらいたくないと

いう思いは，ずっと引き継いでおりますので，その伝統がこういう形で残っているんです

よということが，市民の皆さんにもはっきりと見える形で引き継いで，教育なり，また地

域の活動なりに役立てていただきたいと思っておりますので，どうかその点よろしくお願

いをいたします。

続きまして，今回，地域福祉支援計画の素案が出ております。平成31年２月に最終案の

議会報告をして，３月には策定ということになっておりますけれども，この福祉分野と言

いますと，どうしても地域福祉の担い手づくりというところが今ものすごくどこの自治体

でも悩みの種ではないかと思うのですけれども，サービスを受けるほうも安心して利用で

きるという状態になるためには担い手がいないことには，福祉の仕事をしてくれる人がい

ないことには，なかなかそういう状況にならないと思うのですけれども，今，介護，看護

それから保育，そういうふうな場所で福祉の担い手が非常に少ない。いたとしても非常に

過密労働で大変な職場の状況だということなんですけれども，ここで担い手づくりのため

に，非常にこれは効果的だと言えるようなことを発案されているというようなことがあり

ましたら教えていただけますでしょうか。

佐藤保健福祉政策課長

本日，計画の素案としてお示しをさせていただいております徳島県地域福祉支援計画（第

３期）になりますが，その計画におきまして，地域福祉の担い手づくりについてどのよう

な取組とか，あるいは担い手づくりについて特徴的な取組，どのような一文が盛り込まれ

ているかというような御質問でございます。

素案のほうで申しますと，57ページで，それぞれ重点課題を五つ掲げさせていただいて

いるうちの四つ目の重点課題になりますが，その部分で地域福祉の担い手づくりというと

ころでお示しをさせていただいているところでございます。ここではそれぞれの取組全般

的なところについて，まずは記載させていただいているところでございます。福祉の人材

の育成のために様々な県の支援制度等を設けまして取組を進めているところでございます

けれども，特にということでございましたら59ページでも実例ということで，事例紹介を

掲げさせていただいているところでございます。

徳島県版の介護助手制度ということでございますけれども，こちらにつきましては昨年

の４月から活動を開始させていただいて，各高齢者施設の皆様の御協力を頂きながら元気

な高齢者の皆様に介護の現場で御活躍を頂くというような取組を進めているところでござ

います。本年度，かなり各施設の皆様の御協力も得られて，昨年度に比べて今後ますます

こうした取組も充実強化していきたいというふうに考えているところでございます。まず

特徴的なものとして一例を掲げさせていただきましたが，委員からの御指摘のように様々

な福祉分野におきます人材の育成・確保というのは，今後の社会を支える担い手というこ

とで非常に重要であると考えておりますので，この計画に基づきまして，それぞれの分野

における県としての支援がしっかりとできるように努めてまいりたいと考えております。

達田委員
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これから策定されるわけですけれども，今までも意見として申し上げてきたのですが，

福祉の担い手と言いますと，どの分野を見ましても非常に給料が低いとか，あるいは長時

間労働であるとか，そういうイメージで実際に働いてみましても残業，残業で大変なのだ

というようなお話もよくお聞きいたします。そういう労働環境をまず良くしていくという

こと。それからまた賃金のアップにつなげていくというようなこと。そういう取組がない

のに人に来てくれと言ってもなかなかで，人が来たとしてもすぐに辞めてしまうというよ

うな状況になってしまうと思いますので，その労働環境をどういうふうにして良くしてい

くかということを含めて人が集まるような，そういう方策を立てられるという状況にして

いっていただきたいと思います。どの分野とは申しませんけれども，全てにおいて言える

ことだと思いますのでお願いいたします。

それと今現在，具体的に介護助手ということで元気な高齢者の皆さんが働いておられる

と。平成29年４月からこういう制度が始まりましたということなのですが，今現在はどの

ぐらいの方がこの仕事に就いておられるのでしょうか。

六鹿いきがい・活躍推進室長

ただいま，介護助手として今現在どれくらいの方が働いておられるかという御質問を頂

きました。昨年度につきましては，12施設で38名の方が介護助手として試行的に雇用され，

そのうち28名の方が継続雇用に結び付いたという状況となっております。それから，今年

度につきましては，56名の方が介護助手として現在，ＯＪＴ研修に参加していただいてお

ります。それに加えまして当方が把握している範囲では，波及効果といたしまして，この

モデル事業によらない雇用として，各施設で独自に10名の方が介護助手として雇用されて

いるという状況でございます。

達田委員

私たちが子供の時に思っていた60代と今の60代とでは，全然元気さが違うと思いますの

で，まだまだしっかりと働いていただけるのではないかと思います。こういう場所で働く

場があるということをどんどんＰＲしていただいて，働いていただくというのは，これは

すばらしいことだと思うんです。生きがいにもなるし。だけども安い労働力として来てい

ただくというのでは困りますので，きちんとした保障もあるという職場に是非していただ

きたいと思いますので，その点よろしくお願いいたします。

そして，今日の新聞に介護職の実習生ということでベトナムからおいでているというこ

とで，これは健祥会さんがお引き受けしているとことなんですけれども，この中には外国

人労働者の方については全く触れてはいないのですけれども，県としてはこういう介護職

などへの実習生の受入れについて，どのように把握されているのでしょうか。

小林長寿いきがい課長

ただいま，達田委員より外国人の介護人材の把握についてどの程度確認しているのかと

いうような御質問を頂きました。

この介護関連の外国人材の受入れにつきましては，現在３パターンほどございます。今，

委員からお話がありました技能実習，それからもう一つは経済連携協定ＥＰＡと，あと留
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学の資格ということで留学生からの三つございます。この三つのパターンの中で，10月現

在でございますけれども，人数的なところを把握しておりますのはＥＰＡの分だけでござ

いまして，インドネシアそれからフィリピン，ベトナムの３か国からそれぞれ母国の看護

学校の卒業者等についての一定の条件を有する者を介護福祉士の候補者として介護施設に

受入れをしております。すみません，今10月現在と言いましたけれども，この分につきま

しては平成29年度時点でございますけれども，111名の方が施設のほうで働いているという

ふうなところは掴んでおります。

達田委員

外国から来ていただいて一生懸命勉強されて，こういう仕事に就いていただくというこ

とは，非常に有り難いことだと思うのですけれども，ただ，ずっとここで働き続けてくれ

るのかというと，ある程度の期間働かれたらお国にお帰りになるという状況になるのでは

ないかと思うんです。ですから，介護職とか看護職とか保育とか，そういう所でずっと働

いていける地元の労働者というか，そういう人を育てていかない限り，外国の方は飽くま

でも実習に来られているので，お国に帰ってその技術を生かしたいという方が多いのでは

ないかと思うのです。ですから，徳島県なら徳島県内で労働者を見つけるという方向を案

できちんと示していただけたらと思います。

それと，外国からおいでた方なんですけれども，行政としてこういう方がこれからも増

えていくだろうと思うのですけれども，行政としての相談窓口とか国際交流窓口とかそう

いうのは今現在あるのでしょうか。

小林長寿いきがい課長

ただいま，達田委員より外国人の介護人材の相談の窓口ということで質問がございまし

た。これにつきましては，公益社団法人日本介護福祉士養成施設協会という所で介護福祉

を目指す留学生の方の相談窓口というのを開設させていただきまして，その中で例えば日

本語のことでありますとか，仕事のこと，それから勉強，生活のことについて，あらゆる

面について相談を受けるような体制になっております。

達田委員

今，外国からの実習生の問題というのは大きな問題になっておりますけれども，例えば

いろいろ介護の現場で働いていて労働環境であるとか，そういうことで相談したいと思っ

た時にどこへ相談していいか分からないと。職場内ではなかなか解決できないという場合

に，県としてそういう相談窓口というのはあるのでしょうか。

小林長寿いきがい課長

県のほうでそういう相談窓口があるのかということでございますけども，特に介護の分

野に関して，県のほうで窓口というような大々的なアピールをしているものはございませ

んけれども，長寿いきがい課のほうへ御相談があれば，それはいつでも御対応はさせてい

ただけるかと思います。ただ，それ以外の方については，私どものほうでも把握はできて

おりませんので申し訳ございませんけれども，お答えとしてはそのようになります。
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達田委員

それが地元日本人であれ，外国人の方であれ，介護現場で働いていただくということが

ある以上，きちんと働きやすい職場であるということがまず第一であると思うんです。そ

して本当に技術がちゃんと身に付いて役立っていけると，日本でもまたお国に帰っても，

それが役立つという状況になってこそ，本当の国際交流になるのではないかなと思うので

すけれども，何か問題があったときに，どこにも相談できないというような状況では困る

と思いますので，県としてもこれからこういう外国からの労働者の受入れというのが多く

なればなるほど相談窓口が必要になってくると思いますので，是非その点も考慮に入れて

いただきたいなと思います。

それともう一点，男女共同参画基本計画というのが，今出されておりますけれども，こ

の中で一つだけお聞きしますが，政策・方針決定過程への女性の参画の拡大というのがい

つも言われているのですけれども，県庁では今どういう状況になるでしょうか。政策・方

針決定へのと言いますと部長であるとか，方針決定ができるその場に女性職員がどれだけ

いるかということなんですけども，どうでしょうか。

藤井男女参画・人権課長

ただいま，達田委員から県庁における政策・方針決定過程への参画状況について御質問

を頂きました。県庁の部長級とか管理職の比率等につきましては，経営戦略部の所管です

ので細かい数字は分からないので，申し訳ありません。

ただ，政策・方針決定過程への女性の参画状況につきましては，例えば最近ですと県庁

内の若手のタスクフォースとか，そういったことでいろんな政策形成を立案する場面にお

きまして，そういう職員の参画ということも積極的に進めておりますので，そういう中で

は当然女性職員も積極的に参画いただいております。

達田委員

最後に要望させていただきます。どの分野におきましても男女共同参画社会ということ

で，女性男性共に力を合わせて仕事を行っていくということが望ましいと思いますので，

是非。一番最初に私が来ました時と比べたら女性の姿もちらほらと見えるようになってき

たのですけれども，もうちょっとこの場にも，男性が駄目と言っているわけではございま

せんけれども，女性がもっと答弁の場に立てるような，そういう状況を作っていただきた

いと思いますので，是非その点お願いをして私の質問を終わります。

来代委員

これ，せっかく書いてくれたので部長にお伺いしたいのですけども，この紙の４番，改

定の概要で，住民が抱える地域生活課題の解決に向け，分野横断的に，計画的かつ総合的

に取り組むとすごい決意を書いてくれているのですけれども，部長さんは東京から来られ

ているのですが，これは信じていいのですか。それとも議会の時だけこうやって書いてご

まかすということはないと思うのですけども，これは信じていいかどうかちょっとお答え

いただけませんか
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久山保健福祉部長

資料１の１，地域福祉支援計画の素案の改定の概要，具体的に申しますと５の（２）に

ございますけれども，地域住民の皆様方との連携・協働による共に支え合う地域づくりと

いうことで，例えば……（「信じていいかどうかを聞いているんだ」と言う者あり）もちろ

ん，これは県としても積極的に進めてまいる……（「信じていいんですね」と言う者あり）

もちろん。はい。

来代委員

これは，スケジュールで平成31年２月に最終案議会報告となっていますけれども，今日，

例えば意見が出てきたら，良い意見はこの次の委員会が２月にございますので，その時に

盛り込んだ計画書ができると。それも信じていいんですか。

佐藤保健福祉政策課長

本日，お示しをさせていただきました徳島県地域福祉支援計画につきましては，素案と

してお示しをさせていただいております。本議会におきまして様々な御論議を頂いて，委

員の皆様から頂いた意見を可能な限り反映させていただきたいと思います。その上で，こ

のスケジュールに書かせていただいている２月の段階で最終案として改めて，議会のほう

に御報告をさせていただきたいというふうに考えているところでございます。

来代委員

例えばこの５番のところで妊産婦，あるいは医療的ケアを必要とこうやって書いてくれ

ているんだけれど，県西部には県立三好病院もあって建物も立派で知事が何回演説なさっ

ても西日本一の中核病院，あるいは四国でも一番の病院とおっしゃっているんですが，妊

産婦ってこれ，久山部長さん，池田の人間は三好病院で妊産婦は診てもらえる，あるいは

きちんとしたお産ができるかどうか御存じですか。

久山保健福祉部長

三好病院の周産期についての御質問を頂いております。現在のところ，設備はございま

すけれども，残念ながら使われてないというのが現状であると把握しております。

来代委員

部長はこうやって書いてくれても，池田の人間は三豊総合病院とかあるいは善通寺の病

院とか，みんな雪の中片道１時間以上掛けて子供を診てもらいに行ってるんですよ。施設

があると言ったって，中核病院だ西日本一の病院だと言っても誰も診てくれないじゃない

ですか。これからこの雪の中，凍った中，大きなお腹を抱えた女性が運転を心配しながら

香川県あるいは愛媛県に行くんですよ。それで計画だけはこうやって立派なものを書いて

ある。今，この計画を信じていいと言うんだったら，三好病院できちんとお産ができて，

安心して通えるような病院にすべきでしょうが。計画倒れじゃないということをさっきお

っしゃったんだから，具体的な計画はどうなのか，きちんとこれ２月にできる，できない，
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教えてくださいよ。

頭師医療政策課長

三好病院で無事にお産ができるのかということでございますが，これは一重にやはり産

科の医師の確保の問題であろうかと思います。医師の地域偏在と共に医師の診療科偏在と

いうことで，県内やはり産科医の不足という状況が続いております。その産科医師を増や

す方策といたしまして，県のほうでも様々なことで取り組んでいるところでございます。

ただ，統計的には，今のところ産科医の数は，減っていることはないんですが，同数の

まま推移しているというような状況でございまして，特に地域偏在というのは，現在も続

いておりまして，先ほど申し上げましたように，県西部でありますと三好病院では今お産

ができてないという状況でございます。やはり，この産科医師を育てるということは……

（「言い訳ばかりでないか」と言う者あり）

来代委員

今あなたが言ったように医師の確保が難しいと言ったのは，３年も４年も前に聞いた時

もそうやって答えてるんですよ。３年たっても５年たっても医師の確保が難しい，何をし

ているんですか県庁は。そうでしょ。今年初めての質問じゃないんです，これ。何年前か

ら聞いても医師の確保が難しい。それ一言。だったらこんな計画いらないじゃないですか。

もっと真剣に取り組めないんですか。そこをきちんと答えてください。

頭師医療政策課長

医師の確保の難しさ，まだなかなか進んでいないという来代委員からの御質問でござい

ます。医師の育成につきましては，現在，地域医療支援センターというものを徳島大学に

委託しておりまして，そこで若手医師のキャリア形成のためのプログラムというものを作

っていただいております。その中で新しい専門医制度もできておりまして……（「それで確

保できるんやな，医師の確保」と言う者あり）専門医研修を若手医師が……（「確保できる

かどうかでいいんよ」と言う者あり）確保に向けて，そういった支援センターのほうでプ

ログラムをつくって，専門医の育成に取り組んでいるところでございます。

来代委員

取り組んでいるんだったら計画倒れという言葉はございますけども，計画100点実行０点

ということがないように，いつ確保できるかその見通しを時期だけでいいから教えてくだ

さい。

鎌村保健福祉部次長

ただいま，来代委員から医師確保等についての見込みというお話でございます。

医師確保等につきましては，ただいま医療政策課長から答弁させていただきましたよう

に，例えば地域枠でありますとか，徳島大学を中心として医師確保，医師育成に取り組ん

でいるところであります。実際のところ，今後についてですけれども，さきの議会でも御

答弁した内容に重なりますけれども，医療計画に基づきまして，医師確保計画を来年度，
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全都道府県で策定することとなっております。その計画の元となりますのが現在，医療法

の改定・改正とかそういったところで医師の少数地域，そして医師が多数いる地域，例え

ば徳島県ですと人口当たりですとこの東部に多く偏っているというふうなところがありま

すので，ただ……（「いつ医師を確保してくれるのかと聞いている」と言う者あり）その見

通し等につきまして現在，国のほうでも医師需給分科会というふうなところもありますの

で何人必要で何人確保できるかというところは……（「一人でもいいんだよ」と言う者あり）

あの，もう一点ございまして，医師の確保等にというようなところがあるんですけれども，

安全な医療の確保につきましては，この妊産婦さんの場合につきましては特に……（「もう

ええわ」と言う者あり）はい。分かりました。

来代委員

これがね，計画なんですよ。こういう計画だけ立てて自己満足されては困るんですよ。

本当に困っているのは私ではないんです。地域の女性が困っている。分かりますか久山部

長さん，ほか前の席に座っている方。だから計画だけで皆さんに満足されては困るんです。

つい先日も，腎臓透析で愛媛県に行っている高齢者で，もう車の運転もできない，家族

に迷惑を掛けたらいけない，三好病院で診てくださいと三好病院に行った。三好病院では

腎臓透析が長期的だから診ません。緊急しか診ませんと言って帰している。

みんなそれぞれ困って行ったって，結果的にみんなお払い箱にしているんですよ。何が

四国一の中核病院ですか，西日本一の病院なんですか。もうちょっと地に足の着いた，こ

こでも書いているように地域の生活課題の解決に向けてとも書いている，安心して福祉の

医療サービスが利用できるとも書いている。書いているならこれを実現したらどうですか。

部長さんは東京から来られたんだから自信を持って部下に命令をして，これをやるとおっ

しゃっていただけませんか。

久山保健福祉部長

今，来代委員から地元のニーズをきちんと踏まえて計画を作るよう御指示がございまし

た。もちろんこの計画を作って計画倒れにならないように地元のニーズをしっかり把握し

て，しっかり具体性のある中身にして，実行に努めてまいりたいと思っております。

来代委員

やってくださいよ。もうこれ以上言いませんけれども。例えばこれだってそうでしょう，

この28ページとか66ページ。あるいは32ページも61ページも。こんな小さい字で書いて，

これは我々に読めないような字で書いて，はっきりと説明しなくてもいいように，少々目

の悪い私のように年を取った人はこれ見ても分からないようにわざと，ごまかすためにこ

んな小さい字で書いたんですか。親切心があるんだったら読めるような字で書いたらどう

ですか。これを作った人に見解をちょっと聞きたい。

佐藤保健福祉政策課長

この計画につきましては，県民の皆様に分かりやすく見やすい計画にすることが重要で

あると考えておりますので，少しでも見やすいものになりますように工夫をしていきたい
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と思います。大変申し訳ございません。

来代委員

こういうふうにね，ただ作ってこうやってしているという自慢ばっかりの議会じゃない

んですよ。やっぱり一人一人の皆さんが安心できる福祉計画あるいは福祉の絆。みんなが

安心できるようにするのが皆さんに掛かっている福祉の役目ではないんですか。県民はた

だ計画だけ聞いて満足しませんよ。

この前，美馬教育長にお礼を言いますけれども，箸蔵で橋が３年間止まったまま，足の

不自由な人，体の不自由な人，デイサービスの人，みんな１キロメートルも２キロメート

ルも遠回り，子供たちがあの重いランドセルを背負って雨の中，台風の中，一生懸命に学

校へ歩く姿見て私は涙が出ましたよ。子供があの重いランドセル背負って歩いているんで

すよ。その橋は元々は県の河川課の橋だった。それが知らない間に市の橋だと言って，瀬

尾県土整備部長さんは，いやあれは県が直していると言ったって，直してないではないか。

美馬教育長が見に来てくれて，やっと子供たちが困るというので，我々地域住民も上げて

３年たってやっと橋ができて，この12月４日に皆さんで心から祝うんですけれども，何も

これ優しい町になってないんですよ，瀬尾県土整備部長さん。計画だけではいかんのです

よ。やっぱり美馬教育長も見てもらって分かったでしょう。子供たちは雨の中，雪の中，

あのランドセル背負って２キロメートル以上歩いてたんですよ。小学校１年生２年生の子

が。そういうふうにね，地域地域には本当に困った人，生活の最低限を一生懸命求めて県

を信じてやっている人がいらっしゃるんです。

久山部長，東京から来られたんだから私の今の声もそういう声もあるということをどう

ぞ心に留めて，県民が喜ぶような福祉行政をよろしくお願いします。

久山保健福祉部長

今，来代委員から住民の皆様方の声をきちんと反映した上で行政を進めるよう御指摘を

頂きました。御指摘は非常にごもっともなことでございますので，それをきちんと我々一

同，心に留めた上で行政に取り組んでまいりたいと思います。よろしくお願いします。

来代委員

ありがとうございます。はい。終わります。

元木委員

私からも男女共同参画基本計画について，まだちょっと資料が読み込めていませんけれ

ども，少し，確認をさせていただきたいと思います。

まず，この改定の趣旨で，現在の３次計画が計画期間の最終年度を迎えたということで，

これまでの成果と課題を踏まえ，より実効性の高い計画に改定するというようなお話でご

ざいましたけれども，これまでの３次計画，そして１次，２次も含めても結構なんですけ

れども，これを進めていく中で，県としてこれは新しい課題であるという新しく発見した

課題，そしてまたこれは県が積極的にやったおかげでスムーズにできたという分野，そし

て県は力を入れたけれどできなかった分野，このそれぞれについて県の認識をお伺いしま
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す。

藤井男女参画・人権課長

ただいま，元木委員から，現在の第３次計画の成果と課題についての御質問を頂きまし

た。まず，課題ですけれども，今現在の第３次計画におきまして，その主要課題に対する

推進方策，並びにその数値目標というのを定めておりまして，現在の計画では33の数値目

標を掲げております。それでおおむねこの目標については進捗していると思っているんで

すけれども，例えば課題というところで，この計画全体にも関わることと思いますが，男

女間の意識改革という部分は非常に重要なものだと思っております。このうち例えば毎年

ｅ－モニターのアンケート調査をやっておりまして，その中で男女の地位が平等だと思う

人の割合というものがあるんですけれども，その平成30年度の目標として，その平等であ

るという割合が40パーセントという目標を掲げておりますが，今年の調査では24パーセン

ト程度でしたので，その数字では目標に達していないというところでございます。

あと，スムーズに進んでいるというところですけれども，政策・方針決定過程の女性の

参画ということで，県の審議会における女性委員の割合というもので，これにつきまして

は，平成29年６月１日現在の数字で，県の審議会に占める女性の割合というのは54.6パー

セントとなっておりまして，この比率については全国で第１位ということで，ここ数年ず

っと全国トップクラスを維持しているという状況でございます。

それで，今後の課題ということで主な改定の視点として六つ挙げさせていただいており

ますけれども，やはり少子高齢化とか人口減少社会に突入したということで，労働力人口

が非常に減少しているという中で，最大の潜在力と言われます女性の活躍推進というのは

喫緊の課題だと思っておりまして，育児とか介護により離職せざるを得なかった女性の再

就職ですとか，これから働こうとしている女性，管理職を目指す女性のキャリアアップな

どを図るための講座とかセミナー開催など，リカレント教育を充実していきたいというふ

うに考えております。また，女性に活躍していただく以前の問題として，ＤＶですとか，

性暴力とかそういったものもやはり，数多くある現状でございますので，その防止に対す

る啓発ですとか，被害にあった方の適切な支援体制の充実などにも力を入れていきたいと

思います。また，先ほど申しましたような，意識改革の部分で，この計画が策定できまし

たらいろいろな形での周知が必要だと思っておりまして，昨日の総務委員会でも御議論い

ただきましたけれども，ただ計画を策定して，その冊子を配布するというだけではなくて，

できるだけ外に出向いて行って，例えば企業の経営者の方とかが集まる場での普及啓発な

どにも力を入れていったり，あと，市町村とか地域とかにできるだけ出向いての啓発がで

きていけたらなというふうに思っております。

元木委員

まず，このｅ－モニターの調査の中で，男女平等と思う人の割合がまだ目標に達してい

ないというようなお話でございましたけれども，このｅ－モニターというのはどの程度の

方にお聞きされたのか。このｅ－モニターの意見というのがその県民の大多数の気持ちを

反映したものになっているのかどうかについてお伺いをさせていただきます。
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藤井男女参画・人権課長

ｅ－モニターに関する御質問でございます。ｅ－モニターについては，この男女共同参

画の計画に関するアンケートだけでなくて，県政全般に対するいろんなアンケートについ

てのものでございまして，毎年200名程度というふうにお聞きはしておりますが，それぞれ

市町村推薦の100名とそれから一般公募の100名で計200名程度というふうに聞いてます。で

すからモニター自身は，毎年対象者が変わりますので，経年変化というかそれで男女平等

の割合が上がっているのかについては対象者が違うので，正確には見ることができないと

ころではございますが，対象者の状況としてはそういったところでございます。

元木委員

200人ということでございますけれども，私個人的には200人というのは県民の方の総意

とは言えないのではないかと感じている次第でございます。この割合が目標に達していな

いという理由をどういうふうに分析され，それをどういうふうに改善していこうとされて

いるのかという点にも関心があるのですけれども，例えば本県は先ほどもお話していただ

きましたけれども，女性の管理職の割合が比較的高いですとか，あるいは女性社長の率も

高い，そしてまた女性の所得も男性と比べると高い県であると聞いております。そういっ

た点も踏まえて，総合的にもっと考えて，地域の課題をもっともっと掘り起こす努力をし

ていくべきなんじゃないかなと感じたところでございます。

私自身，この男女共同参画基本計画というのを他の都道府県や他の自治体のものはしっ

かり読み込めていないのですけれども，本県の独自性というのはどこに見い出したらいい

のでしょうか。

藤井男女参画・人権課長

本県の独自性がこの計画の中でどこにあるのかということでございますが，大きくはこ

の計画の体系といたしましては，国の男女共同参画基本計画と足並みと言いますか，ある

程度その内容を踏まえた上での計画の体系となっております。

それで，この計画の策定に当たりまして国の計画を参考にするということなんですけれ

ども，現在，国は第４次計画となっておりまして，この計画期間が平成28年，2016年度か

ら2020年度までの５年間となっておりまして，計画期間の中間年になりますので，現在国

のほうで改定作業は行われていない状況でございます。そうした中で，本県の計画は今年

度最終年度を迎えているということなので，国の状況を踏まえることはできませんけれど

も，その中で新たな昨今の社会情勢ですとか，国の動き，さらに，本県の今後の施策の方

向性なども踏まえまして，独自に先ほど報告いたしました六つの改定の視点を中心に見直

したところでございまして，この主な改定の視点にあるような人材の育成とかリカレント

教育とか，あと国で今年の６月に法律が成立しました働き方改革関連法に対する対応です

とか，ＳＤＧｓ，ダイバーシティーなど，男女の人権意識などを踏まえた対策というとこ

ろで独自性を出していきたいと思っております。

元木委員

ＳＤＧｓ等の独自性というところでございます。ジェンダーというのはＳＤＧｓの項目
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の中でも日本が弱いと言われている分野で，それについて徳島県が率先して取り組むとい

うのは評価できる部分なのかなというふうにも感じているところでございます。是非，国

が言っているからというのではなくて，本県から情報発信をして国を変えていくのだとい

うふうなスタンスでこれを作っていただいたら，より中身の濃いものになるのではないか

なと思う次第でございます。

この策定の視点の中で，男は仕事，妻は家庭といった固定的な性別役割分担にとらわれ

ることなく，多様な生き方を選択できるというような意味の記載が大きな視点の一つとし

て掲げられておりますけれども，これを読む限りでは男は仕事，妻は家庭といった固定的

な性別役割分担にとらわれている人がまだまだ県内にはたくさんいらっしゃるという認識

で書かれたのかなという気がいたしたわけでございますけれども，この点について県民の

認識の把握はされておられますでしょうか。

藤井男女参画・人権課長

県民の方から，男女のそういった役割分担意識についての調査をされたのかということ

ですけれども，先ほど申し上げたように正確に毎年調査をしているようなものは，ｅ－モ

ニターのアンケート調査しかないものですから，それにつきましては先ほど申し上げたと

おりでございます。そのアンケート調査では，その年々の年齢構成等によりまして，その

数字というのは多少上下いたすところがありまして，今年度は特に70代以上という年齢の

方がちょっと多かったところもありまして，そういったところがよく言われます，男性は

仕事，女性は家庭というか，そういった意識が高いような方が今回は多かったのかなとい

うふうに認識しております。

元木委員

私も，地元でいろんな方々と接して話をしておりまして，やはり先ほど答弁いただきま

したとおり，御年配の方々と若い世代の方々，若いと言っても40代，30代，20代とそれぞ

れ違うのですけれども，世代間のこういうことに関しての認識の違いというのがかなり鮮

明になってきているのではないかなと。むしろ，計画の方向性としてはそういった世代間

の認識のギャップをいかに埋めていくのか，そして全体として調和の取れた社会をつくっ

ていくためにどういった計画にしたらいいのかということを考えていったらいいのじゃな

いかと感じている次第でございます。今，離婚する方も増えております。その背景にはや

はりそういった世代間の考え方の違いというのも背景にあるのではないかなと思います

し，一人親の家庭も県内にたくさんあると思います。そういった方をいかに支援して，男

性と女性がいかに思いやりを持って歩み寄っていけるかというところをもっと強調して進

めていけばもっといいものになるのではないかなと思っている次第でございます。

各論ですけれども，総務委員会でもお伝えしたのですけれども，政策・方針決定過程の

参画拡大という中で政治参加の記載がございます。市町村審議会等における女性の割合が

全国平均を下回っているということ。そして地方議会議員の占める女性の割合もまだまだ

少ないという記載がありまして，これを改善していくというお話がございましたけれども，

まず市町村審議会等について，そしてまた地方議会についても県が率先して進めるという

よりは，やはり主体が進めていくべきなのではないかなと。むしろ県が何か進めていくの
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であれば，行政に携わる正に皆様方，公務員の方々の男女の問題ですね。そういった問題

もクローズアップして取り組んでいくべきではないかなと思いますけれども，今の行政に

携わる方々の男女比率の状況。そしてまたそれに対する県の見解等はいかがでしょうか。

藤井男女参画・人権課長

行政に携わる者についての男女共同参画の考え方というふうなことでございます。それ

につきましても，例えば女性の管理職比率。先ほどの達田委員の御質問にもありましたけ

れども，管理職への登用についての数値目標等を定めまして，それについてはできるだけ

女性の登用を目指すというか，取り組んでいるところでございます。これにつきましては，

女性活躍推進法というのが平成28年４月に全面施行されまして，それと国とか地方公共団

体，あるいは301人以上の従業員がいる企業等につきましては，それぞれ女性活躍に基づく

特定事業主の行動計画というのを定めることになっておりまして，県におきましてもそれ

を策定して女性の登用とか，採用の状況などを公表分析するというふうな形で取り組んで

おります。

元木委員

私が聞きたかったのは，今実際に公務員，例えば警察ですとか県の職員もそうですけれ

ども，学校の教員等の中での女性が占める割合というのがどの程度あるのかなという状況

と，それに対する認識をお伺いしたかったのですけど，もし分からなければまたあとで教

えていただけたらと思います。

そして，また地方議会議員に占める女性ということでございますけれども，これはまず

地方議会議員を目指す方の中での女性の割合を増やしていくためにどうするかということ

を考えるべきではないかなと思う次第でございます。県のこの計画に地方議会議員に占め

る女性の割合を含めていくこと自体に何かこう意味があるのかなという気もするのですけ

れども，このあたりについては，国がそういうふうに進めておられるというお話ですけれ

ども，県民にとって女性議員を増やすことについてどんなメリットがあるという認識なん

ですか。

藤井男女参画・人権課長

地方議員に女性の議員を増やすことでどんなメリットがあるかというふうな御質問だと

思います。今年の５月23日に成立いたしました政治分野における男女共同参画の推進に関

する法律の目的といたしまして，政治分野における男女共同参画を効果的かつ積極的に推

進し，もって男女が共同して参画する民主政治の発展に寄与するというふうなことでござ

いまして，基本原則では，国政選挙であるとか，地方議会の選挙におきまして，政党等の

政治活動の自由を確保しつつ，男女の候補者の数ができる限り均等となることを目指すと

いうことでの法律でございまして，そういうことで女性議員が増えることによって，それ

ぞれの自治体というか，地方のほうでそれぞれの施策といいますか，政策・方針決定過程

に，女性の意見がより反映されるというふうな形を目指した法律であろうかと思います。

それで，県としては地方自治体の役割がこの法律の趣旨を啓発するような意味だと認識

しておりまして，それぞれこの法律が施行されました後，内閣府から来ました通知につき
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ましては，それぞれ市町村，あるいは市町村議会のほうにも政策創造部と共同いたしまし

て，周知を図ったところでございますので，それぞれの自治体のほうで，そういった取組

がなされるものと認識しております。

元木委員

そういうことであれば，この記載も地方議会議員の候補者と書いたほうがより国の意向

に沿ったものになるのではないかなと思います。そのほうがいいのではないかなと思う次

第でございます。地方議会議員に占めるというふうにこういうふうに書いてしまうと，や

はり，一般の方々の投票行動にも影響を与えてしまう恐れもありますが，そういった点も

踏まえて，慎重にやっていただいたほうがいいと思う次第でございます。

地方議会議員の割合が数字で具体的に県議会議員，町村議会議員の平均が少ないという

数字を挙げられておりますけれども，例えば知事さんですとか，市町村長さんについては，

これに記載されてないんですけれども，それについてはどういう御認識なんですか。

藤井男女参画・人権課長

特にその比率については，計画のほうに記載はしてないんですけれども，より政策方針

に関わる方の参画という意味で，その地方議会とかの数字を使わせていただいているとこ

ろでございます。

元木委員

ちょっとよく分かりませんけれども，そういう行政の意思決定等に関わる方というのは，

地方議会議員もそうですけれども，それ以外のいろんな方々がいらっしゃるので，そうい

ったほかの職種の方，そういった方のバランスというのも考えていただきたいなと。もし，

国がそういう認識がないのであれば，やはり国に対して，そういう認識を持っていただく

ようなことも考えて，働き掛けていっていただきたいなと思う次第でございます。

それと，主要課題５の女性への暴力根絶の関係で，国の調査で，女性への暴力の具体的

な数値等が記載されていて深刻な状況にあるというような記載がございます。これは，国

の数字があるんですけれども，県内の状況というのはいかがでしょうか。

藤井男女参画・人権課長

計画素案の主要課題の５のところで，女性に対するあらゆる暴力の根絶のところの数字

の記載の部分と認識しております。この無理やりに性交等された被害経験のある女性が13

人に１人とか，そういったところなんですけれども，手元の県の資料でこの数字はないの

ですけれども，例えば性暴力被害に対しては県内３か所のこども女性相談センターで，性

暴力被害者支援センターよりそいの樹とくしまというのを平成28年の７月に設置いたしま

して，それぞれ３か所のセンターにおきまして，電話相談を主としているんですけれども，

24時間365日体制の相談支援に当たっているところでございまして，その相談の件数で言い

ますと，平成28年度，設置した年につきましては59件。それから平成29年度につきまして

は221件の相談があるというところでございます。電話相談が中心となっていまして，直接

支援をどれだけしたかということになると，もっと件数はそれ以降は下がってくるんです
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けれども，例えば具体的には，性暴力を受けたということですので，緊急に避妊をすると

か，あるいは性感染症の検査をするとか，そういったあたりの医療的な支援でありますと

か，心理カウンセラーによりますカウンセリングとか，弁護士による法律相談など，必要

に応じて，あるいは被害者の希望に応じまして，被害者に寄り添った支援に対応している

ところでございます。そういった支援を実際にした件数につきましては，年間数件という

実績になります。

元木委員

分かりました。あと，最後に提案でもあるんですけれども，例えば男女共同参画の視点

に立った防災・減災活動等で，消防団員の中で女性の割合を増やすといったような記載も

あります。他にも，例えば建設業ですとか，林業分野ですとか，肉体労働を伴うような職

種への女性参画が，やはり少ないというような話もございまして，これについてもいろん

な取組がなされているんですけれども，地元でよく聞く話として，そういう現場で働く女

性の方が活動する上で，トイレですとか更衣室とか，こういった配慮をもっとしていただ

きたい。トイレがあっても，それが清潔に維持されていないとなかなか男性でも使いかね

るようなのもあるんですけれども，そういったアプローチ，そういった視点もこの計画に

盛り込んでいけばいいのではないかなと。

もっと言いますとスポーツ人材の育成というのも，この中に新しい視点として入ってい

るんですけれども，スポーツ施設における，男女独立型のトイレをもっと有効に増やして

いこうと。こういった視点を盛り込んではどうかと思いますけれども，いかがでしょうか。

藤井男女参画・人権課長

いろいろな場面で，男女共同参画の視点を取り入れた取組をすることは非常に大事なこ

とだと思っておりまして，今お話のありました，例えば建設現場でのトイレ，快適トイレ

と言うんでしょうか，そういった取組も県土整備部でされておりますし，また林業分野で

も高性能の機械と言いますか，そういう物による省力化によりまして，昔だったら女性で

はなかなか参入しにくい職場だと思われていたところが，女性でもそういう機械によりま

して，作業ができるというふうな環境づくりにも取り組んでいただいているところでござ

います。

また，スポーツ分野におきましても，スポーツリーダーや，アスリートの方が長く御活

躍できるような，いろんな環境整備というものにも取り組んでいただいておりますので，

今後ともそういう関係部局とも連携させていただいていろんな取組を進められるようにし

たいと考えております。

長池委員

地域福祉支援計画の素案を見させていただきました。来代委員から厳しい御指摘があり

ましたが，正しく計画が良くても実行できなければということでありますが，確かにこの

計画すごくよくできているなと思って，私は見させてもらいました。（「実行できてないな」

と言う者あり）いえまあ，そこまでは私も言えませんけれども。

それで，これ私，勉強不足で，第３期ということですが，第２期をあんまり覚えてない
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んです。私，見てなかったみたいで。それで，大幅に変わったものなのか，引き継いでい

くものは引き継いでいっているのか，そのあたり第２期から第３期へどこを変更したとか

具体的なものはいりませんが，大体で結構でございますので，どういうふうに作られたか。

さらに，作られる過程で保健福祉部が作ったんだと思うんです。保健福祉部が作ったん

ですけれども，どうやって作ったか。というのは，保健福祉部以外の部局も多少携わるよ

うな文言も出てきます。例えば防災の面であったりとか，教育の面であったりとか，子育

てであったり，そういうのは，どういうふうに周りの部局の意見といいますか，取り入れ

ているのか取り入れていないのか，その作る上での過程ですね。第２期から第３期へとい

う部分での作っていく過程を少し御説明いただけたらと思うんですが。

佐藤保健福祉政策課長

長池委員から第２期計画から第３期計画にかけて，どのような点が特徴的な部分として

加わったのかという点と，策定過程において保健福祉部以外の部局との連携の状況につき

ましての御質問でございます。

まず現行計画としての第２期計画につきましては，平成26年度末に策定をさせていただ

きまして，計画期間といたしましては平成27年度から平成30年度まで，本年度が最終年度

という４年間の計画とさせていただいているところでございます。基本的には，地域福祉

の推進ということで，今回素案としてお示しをさせていただいております地域福祉に関す

る大きな方向性につきましては，大きな変化はございませんけれども，特に今回付け加え

させていただきました考え方について御説明をさせていただきます。

まず，今年の４月に社会福祉法が改正されたところでございます。これは，現在少子高

齢化ですとか，高齢者世帯や一人暮らし世帯の増加，それから，住民同士のつながりの希

薄化等によりまして，地域を取り巻く状況が大きく変化している。そして，その中で生活

していく上で生じる課題というのはまた複雑多様化しているというような社会環境の変化

がございます。こうした社会環境の変化を受けまして，地域福祉の法改正の中では，地域

福祉の推進の理念ということで第４条に記載がございますけれども，支援を必要とする住

民が抱える多様で複合的な地域の生活課題について，住民や福祉関係者自らが把握して，

関係機関との連携による解決が図れることを目指すことが明記されたという状況がござい

ます。

また，こうした理念を実現するために，住民に身近な圏域におきまして，各分野を超え

て，地域の生活課題について総合的に相談に応じ，関係機関と連絡調整等を行う体制の整

備が必要であるということも明記されたところでございます。

こうした社会環境の変化ですとか，あるいは法改正を受けまして，第３期の計画素案の

中では，まず重要課題の１ということで包括的な相談支援体制の構築。これは縦割りでな

い，制度や分野横断的に丸ごと受け止めることができるような相談支援体制を作っていく

んだということを位置付けさせていただきました。

また，重点課題の２では，地域住民等の主体的な参画ということで，地域住民等の主体

的な参画や連携，協働によりまして，支え手側と受け手側に分かれるのではなくて，相互

に支え合う地域住民等の互助の力ですとか，地域力の向上を図っていく必要があるという

ことを盛り込まさせていただいたところでございます。以上が，第３期計画の特徴的な点
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であるというふうに考えております。

また，計画の策定過程におきましては，委員からの御指摘のとおり，この計画を推進す

るためには，保健福祉部だけでは不可能であるということで，関係部局の担当者に参画し

ていただいた県庁内の検討会を立ち上げまして，そこで，それぞれの部局における課題等，

それから，今後の取組の構成等について議論を行った上で，本日の素案を取りまとめさせ

ていただいたところでございます。

長池委員

はい，やはり社会環境が変化する，それに対応したということであります。もちろん，

そのとおりでないといけませんし，今後の先を見据えたということで，非常に文章なんか

も，今の時代を捉えて素晴らしいなと思うところが幾つかありまして，誰が作ったんだろ

うなと感心させられるようなところも多々あり，これはまた個別で聞きます。個別という

のは後で聞きますが，時間がないので端的に言いますと，重点課題の２，45ページから始

まる部分で地域住民との連携協働というところでございますが，非常に網羅できていて共

感できる，目指すべきところだなと思うんですが，是非このあたりに子ども食堂というか，

今，県では子供の居場所づくりという言い方で推進しておりますが，そういった地域の大

人と子供が触れ合う場といいますか，更には貧困，困窮している子供の家庭の救済。もし

くは発見とか，多分この福祉の文章を読んでいると目的に合致する部分が多くございます

ので，多くございますというか，もう正にそのとおりでございますので，是非今後を見据

えて，三，四年前はこの言葉はあまりまだ認知されてなかったんですが，ここにきて社会

的には認知されていると思っておりますので，何かしらそういった形で，文言を入れてい

ただけないかなという要望でございます。これは答弁いりません。ここですぐ入れますと

も言えないだろうし，検討しますぐらいしか言えないだろうと思いますが，是非要望とし

て，県民環境部の担当としっかり協議をしていていただいて，こういうところに将来を見

据えた言葉であったり，それに関わる人がこの素案を見て励まされるような，そんな網羅

をしていただきたいなと。50ページには認知症カフェとかね，ユニバーサルカフェとかあ

りますけれども，ユニバーサルカフェって，よく分からないのですけども，そんな文言が

あるんだったら，是非そういった何かを入れていただきたいなという要望をして終わりた

いと思います。答弁はいりません。

原井委員長

ほかに質疑はございませんか。

（「なし」と言う者あり）

以上で質疑を終わります。

これをもって，次世代人材育成・少子高齢化対策特別委員会を閉会いたします。（11時

55分）
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